
平成２１年度再評価委員会

路線名：一般県道 佐賀環状東線
（牛島工区）

事業名：地方道路交付金事業

（着手より１０年経過のため再評価）
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事業目的
渋滞のため

車両交通に支障

歩道が狭く
通学者が危険

交通の円滑化、通学者の安全性確保交通の円滑化、通学者の安全性確保

現道拡幅（４車化）整備により現道拡幅（４車化）整備により



事業概要

全体事業費：２２．０億円

工 期：平成１２年度～平成２５年度（予定）

全体延長：Ｌ＝７６０ｍ

事業内容：改良工 Ｌ＝７６０ｍ

用地買収 ６，１３７㎡、 家屋補償 ８戸

事業の進捗状況
平成２０年度まで 平成２1年度 平成２２年度以降

事業費（億円） １１．４ ０．９ ９．７

進捗率（％） ５１．８ ５５．９ １００．０

用地進捗率（％） ５９．７ ６３．６ １００．０



一般県道 佐賀環状東線 平面図
全体延長 Ｌ＝７６０ｍ
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事業を巡る社会経済情勢等の変化

• 交通量の増加
H 9    17,835台／日（基準）
H11   20,758台／日（1.16）
H17   19,529台／日（1.09）

• 沿線に大型ショッピングセンターがあり、平成１８年
１１月には二期オープンしたことから更なる交通量の
増大が予想される。



費用対効果の要因の変化
• 事業採択時と比較して大きな要因の変化は見られない。

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ ７１．３／２３．３ ＝ ３．１

• 【便益】
走行時間短縮便益 ＝ ５３．３億円

走行経費縮小便益 ＝ １２．０億円

交通事故減少便益 ＝ ６．０億円

合計 ７１．３億円

• 【費用】
事 業 費 ＝ ２３．１億円

維 持 管 理 費 ＝ ０．２億円

合計 ２３．３億円



コスト縮減や代替案等の可能性

（コスト縮減）

• 再生資材の利用促進を図っている。

• 工事で発生する残土を盛土等に流用する。

（代替案の検討）

• 特になし



対応方針（事業課案）

• 事業の必要性に変化が無い。
• 現在も、依然として交通の円滑化と交通安全
の確保が出来ていないことから、引き続き事
業を継続したい。


